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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　平行移動型コンタクトレンズにおいて、
　遠距離屈折力を含む少なくとも二つの遠距離視ゾーンと、近距離屈折力を含む少なくと
も一つの近距離視ゾーンとを有する視覚ゾーンを含み、
　前記視覚ゾーンが、前記レンズの凸面にあり、
　前記平行移動型コンタクトレンズが、水平子午線をさらに含み、
　前記少なくとも二つの遠距離視ゾーンの少なくとも一部と、前記少なくとも一つの近距
離視ゾーンの少なくとも一部とが、それぞれ、前記水平子午線上またはその上部にあり、
　前記水平子午線上またはその上部における前記視覚ゾーンの矯正力の５０％を超える部
分が、前記水平子午線上またはその上部における遠距離屈折力でできており、前記水平子
午線の下部における前記視覚ゾーンの矯正力の５０％未満の部分が、前記水平子午線の下
部における前記遠距離屈折力でできている、
　レンズ。
【請求項２】
　平行移動型コンタクトレンズにおいて、
　水平子午線と、
　垂直子午線と、
　視覚ゾーンと、
　を含み、
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　前記視覚ゾーンが、それぞれ、当該視覚ゾーンの幾何学的中心に中心を持つ第一および
第二の遠距離視ゾーン、ならびに、前記垂直子午線に沿って約ｙ＝－１．６３ｍｍのとこ
ろに位置する中心を有する近距離視ゾーンを含み、
　前記第一の遠距離視ゾーンが、前記近距離視ゾーン内にあって、前記近距離視ゾーンの
最上境界が前記第一の遠距離視ゾーンの最上境界に正接しており、前記近距離視ゾーンが
、前記第二の遠距離視ゾーン内にあって、前記近距離視ゾーンの最下境界が前記第二の遠
距離視ゾーンの最下境界に正接している、レンズ。
【請求項３】
　平行移動型コンタクトレンズにおいて、
　水平子午線と、
　垂直子午線と、
　視覚ゾーンと、
　を含み、
　前記視覚ゾーンが、それぞれ、前記視覚ゾーンの幾何学的中心に中心を持つ第一および
第二の遠距離視ゾーン、ならびに、第一および第二の近距離視ゾーンであって、前記第一
の近距離視ゾーンが、前記垂直子午線に沿ってｙ＝－１．６３ｍｍのところに中心を持ち
、前記第二の近距離視ゾーンが、前記垂直子午線に沿ってｙ＝－０．７４ｍｍのところに
中心を持つ、第一および第二の近距離視ゾーン、を含み、
　前記第一および第二の近距離視ゾーン、ならびに前記第二の遠距離視ゾーンが、前記第
一の遠距離視ゾーン内にあり、前記第二の遠距離視ゾーンおよび前記第二の近距離視ゾー
ンが、前記第一の近距離視ゾーン内にあり、前記第二の近距離視ゾーンが第二の遠距離視
ゾーン内にあって、前記第二の遠距離視ゾーンの最上境界が、第一の近距離視ゾーンの最
上境界に正接しており、第二の近距離視ゾーンの最下境界が、前記第二の遠距離視ゾーン
の最下境界に正接しており、前記第一の近距離視ゾーンの最下境界が、前記第一の遠距離
視ゾーンの最下境界に正接している、レンズ。
【請求項４】
　平行移動型コンタクトレンズにおいて、
　近距離屈折力を含む少なくとも二つの近距離視ゾーンと、遠距離屈折力を含む少なくと
も一つの遠距離視ゾーンとを有する視覚ゾーンを含み、
　前記視覚ゾーンが、前記レンズの凸面にあり、
　前記平行移動型コンタクトレンズが、水平子午線をさらに含み、
　前記少なくとも二つの近距離視ゾーンの少なくとも一部と、前記少なくとも一つの遠距
離視ゾーンの少なくとも一部とが、それぞれ、前記水平子午線上またはその上部にあり、
　前記水平子午線上またはその上部における前記視覚ゾーンの矯正力の５０％を超える部
分が、前記水平子午線上またはその上部における遠距離屈折力でできており、前記水平子
午線の下部における前記視覚ゾーンの矯正力の５０％未満の部分が、前記水平子午線の下
部における前記遠距離屈折力でできている、
　レンズ。
【請求項５】
　平行移動型コンタクトレンズにおいて、
　水平子午線と、
　垂直子午線と、
　視覚ゾーンと、
　を含み、
　前記視覚ゾーンが、それぞれ前記視覚ゾーンの幾何学的中心に中心を持つ第一および第
二の近距離視ゾーン、ならびに、前記垂直子午線に沿って約ｙ＝＋３．２ｍｍのところに
位置する中心を有する遠距離視ゾーンを含み、
　前記遠距離視ゾーンが、前記第一の近距離視ゾーン内にあって、前記遠距離視ゾーンの
最上境界が前記第一の近距離視ゾーンの最上境界に正接しており、前記第二の近距離視ゾ
ーンの最下境界が、前記遠距離視ゾーンの最下境界に正接している、レンズ。
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【請求項６】
　老眼を矯正する方法において、
　水平子午線、ならびに、遠距離屈折力を含む少なくとも二つの遠距離視ゾーンと、近距
離屈折力を含む少なくとも一つの近距離視ゾーンとを有する視覚ゾーンを含む平行移動型
コンタクトレンズを提供するステップ、
　を含み、
　前記少なくとも二つの遠距離視ゾーンの少なくとも一部と、前記少なくとも一つの近距
離視ゾーンの少なくとも一部とが、それぞれ、前記水平子午線上またはその上部にあり、
　前記水平子午線上またはその上部における前記視覚ゾーンの矯正力の５０％を超える部
分が、前記水平子午線上またはその上部における遠距離屈折力でできており、前記水平子
午線の下部における前記視覚ゾーンの矯正力の５０％未満の部分が、前記水平子午線の下
部における前記遠距離屈折力でできている、方法。
【請求項７】
　老眼を矯正する方法において、
　水平子午線、ならびに、近距離屈折力を含む少なくとも二つの近距離視ゾーン、および
遠距離屈折力を含む少なくとも一つの遠距離視ゾーンを有する視覚ゾーンを含む、平行移
動型コンタクトレンズを提供するステップ、
　を含み、
　前記少なくとも二つの近距離視ゾーンの少なくとも一部と、前記少なくとも一つの遠距
離視の少なくとも一部とが、それぞれ、前記水平子午線上またはその上部にあり、
　前記水平子午線上またはその上部における前記視覚ゾーンの矯正力の５０％を超える部
分が、前記水平子午線上またはその上部における遠距離屈折力でできており、前記水平子
午線の下部における前記視覚ゾーンの矯正力の５０％未満の部分が、前記水平子午線の下
部における前記遠距離屈折力でできている、方法。
【発明の詳細な説明】
【開示の内容】
【０００１】
　　〔発明の分野〕
　本発明は眼用レンズに関するものである。より具体的には、本発明は、二以上の屈折力
（optical power）または焦点距離を与える、老眼の矯正に有用なレンズを提供するもの
である。
【０００２】
　　〔発明の背景〕
　個人が年をとると、目が、天然のレンズを遠近調節して（すなわち天然のレンズを曲げ
）、視る者に比較的近い物体に焦点を合わせる能力がより小さくなる。この状態は老眼と
して知られている。老眼を矯正するのに使用される方法の中には、個人が着用する各々の
コンタクトレンズに近距離視矯正と遠距離視矯正と（near and distance vision correct
ion）を組み入れたコンタクトレンズを提供する方法がある。そのようなレンズの一タイ
プでは、遠距離視領域と近距離視領域とが、レンズの幾何学的中心のまわりに、同心状に
配置される。他の一タイプのレンズ（区分化レンズ（a segmented lens））では、近距離
視領域および遠距離視領域が、レンズの幾何学的中心について同心状ではない。このタイ
プのレンズでは、近距離視部分の大部分が、レンズの０－１８０°（すなわち水平）軸よ
り低い位置にある。
【０００３】
　区分化レンズが平行移動(translate)可能なように作製されているため、すなわち、着
用者の目の瞳孔に対して垂直に移動し得るように作製されているため、区分化レンズの着
用者は、レンズの近距離視領域にアクセスすることができる。このようにして、レンズ着
用者の視線が読むために下方へ動くとき、レンズは、垂直に上方へ移動して、着用者の視
線の中央に近距離視部分を置く。
【０００４】
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　従来の平行移動型コンタクトレンズは、遠距離視ゾーンと近距離視ゾーンとだけを組み
入れているので、レンズが移動しなければならない垂直距離が大きい点で不利である。ま
た、着用者の瞳孔が収縮するならば、着用者が近距離視ゾーンにアクセスすることができ
るためには、レンズは更により遠く平行移動しなければならない。従来のレンズのさらに
もう一つの不利な点は、近距離視ゾーンと遠距離視ゾーンとの間の倍率の相違が、遠距離
視ゾーンから近距離視ゾーンに移動するにつれ、見られる像が「飛ぶ（jump）」ように見
えるという効果を生じるということである。
【０００５】
　　〔発明の詳細な説明と好ましい実施形態〕
　本発明は、老眼を矯正する方法、そのような矯正のためのコンタクトレンズ、および本
発明に係るレンズの生産方法を提供する。本発明のレンズは、瞳孔に影響されないまたは
瞳孔に依存しない、平行移動型多焦点レンズである。すなわち、遠距離屈折力の近距離屈
折力に対する所望のパーセンテージが、瞳孔のサイズに無関係に与えられる。
【０００６】
　一実施形態では、本発明により、少なくとも二つの遠距離視ゾーンと、少なくとも一つ
の近距離視ゾーンとを有する視覚ゾーンを含む、本質的にこれからなる、および、これか
らなる平行移動型コンタクトレンズが提供される。他の一実施形態では、本発明により、
少なくとも二つの近距離視ゾーンと、少なくとも一つの遠距離視ゾーンとを有する視覚ゾ
ーンを含む、本質的にこれからなる、および、これからなる平行移動型コンタクトレンズ
が提供される。
【０００７】
　「遠距離視ゾーン（distance vision zone）」とは、レンズ着用者の遠距離視の鋭敏さ
を所望の程度まで矯正するのに要求される屈折力の量、すなわち遠距離屈折力が与えられ
るゾーンを意味する。「近距離視ゾーン（near vision zone）」とは、着用者の近距離視
の鋭敏さを所望の程度まで矯正するのに要求される屈折力の量、すなわち近距離屈折力が
与えられるゾーンを意味する。
【０００８】
　本発明のレンズの一実施形態では、レンズの一表面（好ましくは凸面または前面）が、
少なくとも一つの近距離視ゾーンとともに、少なくとも二つの遠距離視ゾーンを持つ中心
視覚ゾーンを有する。本発明に係るレンズでは、視覚ゾーンの上部部分（すなわち、０－
１８０°子午線または水平子午線以上の部分（the portion at or above the 0-180 degr
ee, or horizontal, meridian））において、瞳孔領域（すなわち、レンズが目に着用さ
れているときレンズ使用者の瞳孔を覆っている領域）の矯正力の５０％を超える部分が、
その瞳孔領域内の遠距離屈折力でできており、０－１８０°子午線より下では５０％未満
が、その瞳孔領域内の遠距離屈折力でできているようにデザインされている。更に、これ
らのゾーンは、あるゾーンにアクセスする能力における瞳孔のサイズの影響を最小にする
ように位置している。
【０００９】
　図１には、本発明のレンズの一実施形態が示されている。図１のレンズ１０は、図示さ
れている前面と図示されていない背面とを有している。線１００と１１０とは、それぞれ
、レンズの水平子午線（すなわち０－１８０°子午線）および垂直子午線（すなわち９０
－２７０°子午線）を意味する。レンズの前面上には、非光学レンズ状ゾーン１５に囲ま
れた視覚ゾーン１１がある。レンズの安定性の特徴は、（これも図示されていないが）、
公知の安定化タイプの任意のものでよく、レンズ状ゾーン１５中に位置する。視覚ゾーン
１１は、内側の遠距離視ゾーン１４、外側の遠距離視ゾーン１２、および近距離視ゾーン
１３を有する。遠距離視ゾーン１４，１２の中心は、視覚ゾーン１１の幾何学的中心に位
置する。
【００１０】
　遠距離視ゾーン１４は近距離視ゾーン１３内にあって、近距離視ゾーン１３の最上境界
が、遠距離視ゾーン１４の上境界に正接するようになっている。近距離視ゾーン１３の中
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心は、垂直子午線１１０にほぼ沿って約ｙ＝－１．６３ｍｍのところに位置する。近距離
視ゾーン１３の最下境界は、遠距離視ゾーン１２の最下境界に正接している。遠距離視ゾ
ーン１２の残部は近距離視ゾーン１３を囲んでいる。便宜上、全ての図において、種々の
ゾーンの境界は、別々の線として示されている。しかしながら、当業者ならば、境界が混
合型(blended)または非球面であり得ることを認識するであろう。
【００１１】
　本発明のレンズの第二の実施形態は、図２に示されている。図２のレンズ２０では、線
２００と２１０とは、それぞれ、レンズの水平子午線および垂直子午線を意味する。視覚
ゾーン２１は非光学レンズ状ゾーン３０に囲まれている。視覚ゾーン２１は、それぞれ、
外側の遠距離視ゾーン２２および内側の遠距離視ゾーン２４、ならびに外側の近距離視ゾ
ーン２５および内側の近距離視ゾーン２３を含む。遠距離視ゾーン２４，２２の中心は視
覚ゾーン２１の幾何学的中心に位置する。遠距離視ゾーン２４は近距離視ゾーン２５内に
あって、その最上境界が、遠距離視ゾーン２４の最上境界に正接するように位置している
。近距離視ゾーン２５は、垂直子午線２１０にほぼ沿って約ｙ＝－１．６３ｍｍの位置に
中心が置かれる。近距離視ゾーン２５の最下境界は、遠距離視ゾーン２２の最下境界と一
致する。
【００１２】
　内側の近距離視ゾーン２３は、遠距離視ゾーン２４の最も下側の部分内にあって、その
最上境界が水平子午線２００以下にある。近距離視ゾーン２３の下側境界は、遠距離視ゾ
ーン２４の下側境界に正接する。近距離視ゾーン２３は、垂直子午線２１０にほぼ沿って
約ｙ＝－０．７４ｍｍの位置に中心が置かれる。
【００１３】
　図示されるように、そして好ましくは、近距離視ゾーンと遠距離視ゾーンとの両方が、
レンズの一つの表面にある。しかしながら、これらのゾーンは、レンズの前面および背面
の間で分割し得る。
【００１４】
　本発明のレンズのさらにもう一実施形態は図７に示される。図７のレンズ７０では、線
７００と７１０とは、それぞれ、レンズの水平子午線および垂直子午線を意味する。視覚
ゾーン７１は、非光学レンズ状ゾーン７５によって囲まれている。視覚ゾーン７１は、遠
距離視ゾーン７３および、内側の近距離視ゾーン７４と外側の近距離視ゾーン７２とをそ
れぞれ含む。近距離視ゾーン７２，７４の中心は、視覚ゾーン７１の幾何学的中心に位置
する。遠距離視ゾーン７３は、近距離視ゾーン７２内にあって、その最上境界が、近距離
視ゾーン７２の最上境界に正接するように位置する。遠距離視ゾーン７３は、垂直子午線
７１０にほぼ沿って、約ｙ＝＋３．２ｍｍの位置に中心が置かれる。近距離視ゾーン７４
の最下境界は、遠距離視ゾーン７３の最下境界と一致する。
【００１５】
　一実施形態では、遠距離屈折力用のレンズ視覚ゾーン領域と近距離屈折力用のレンズ視
覚ゾーン領域との割合は、個人の着用した一組のレンズの両レンズにおいて等しい。他の
一実施形態では、遠距離屈折力用のレンズ視覚ゾーン領域と近距離屈折力用のレンズ視覚
ゾーン領域との割合は、きき眼ではより多くの領域が遠距離屈折力用になり、非きき眼で
はより多くのレンズ領域が近距離視力用になっていなければならない。きき目用レンズと
非きき目用レンズとの両方についてのパーセントベースでの好ましい領域は、米国特許第
５，８３５，１９２号、同第５，４８５，２２８号、および同第５，４４８，３１２号に
開示されている。これらの文献は、参照により全体として本明細書に組み込まれる。
【００１６】
　本発明のレンズは、眼に着用されている状態でレンズが確実に平行移動する特徴を組み
入れたものであることが好ましい。平行移動を確実にするための特徴の例は本技術分野で
公知であり、プリズムバラスト、レンズの下位部分に一つ以上の傾斜面(ramp)、棚(ledge
)等を設けること、レンズの先端の切り取り(truncation)等を含むが、これらに限定され
るものではない。眼の上におけるレンズの平行移動を成し遂げることに役立つこれらの特
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徴および追加的特徴は、米国特許第４，６１８，２２７号、同第５，１４１，３０１号、
同第５，２４５，３６６号、同第５，４８３，３０４号、同第５，６０６，３７８号、同
第６，０９２，８９９号および米国特許出願公報第２００４００１７５４２号に開示され
ている。これらの文献は、参照により全体として本明細書に組み込まれる。
【００１７】
　平行移動の特徴は、一般的に、眼に着用中のレンズを回転に関し安定させるのにも役立
つ。しかしながら、別の安定化ゾーンをレンズに組み入れることが好ましい場合もある。
適切な安定化は、以下の一つ以上をレンズに取り込むことによって達成し得る：レンズの
前面の中心が背面の中心に対してずれていること、下位レンズ周辺部の肥大化、レンズの
表面に凹みや隆起部を形成すること、レンズ周辺部の厚みを減少させた薄いゾーンまたは
領域の使用等、およびこれらの組み合わせ。
【００１８】
　本発明のコンタクトレンズは、ハードレンズでもソフトレンズでもよいが、好ましくは
ソフトコンタクトレンズである。（そのようなレンズを生産することにふさわしい任意の
材料から作製された）ソフトコンタクトレンズの使用が好ましい。本発明の方法を用いて
ソフトコンタクトレンズを形成するために適切な好ましい材料には、シリコーンエラスト
マー、シリコーン含有マクロマー（これらには、米国特許第５，３７１，１４７号、同第
５，３１４，９６０号、および同第５，０５７，５７８号に開示されたものが含まれるが
これらに限定されるわけではない）、ヒドロゲル、シリコーン含有ヒドロゲル等、および
これらの組み合わせが含まれるが、これらに限定される訳ではない。なお、これらの文献
は、参照により全体としてここに組み込まれる。より好ましくは、レンズ材料には、ポリ
ジメチルシロキサンマクロマー、メタクリロキシプロピルポリアルキルシロキサンおよび
これらの混合物を含むがこれらに限られるわけではないシロキサン機能物質、ヒドロキシ
基、カルボキシル基を含むモノマーから作製されたシリコーンヒドロゲルまたはヒドロゲ
ルまたはこれらの組合せを含む。ソフトコンタクトレンズを造るための材料は周知であり
、市場で入手可能である。この材料としては、アクアフィルコン(acquafilcon)、エタフ
ィルコン(etafilcon)、ゲンフィルコン(genfilcon)、レネフィルコン(lenefilcon)、バラ
フィルコン(balafilcon)、ロトラフィルコン(lotrafilcon)またはガリフィルコン(galyfi
lcon)が好ましい。
【００１９】
　本発明のレンズは、遠距離屈折力および近距離屈折力に加えて、例えばシリンダー屈折
力(cylinder power)等の種々の矯正光学的特性の任意のものを表面に組み込むことができ
る。
【００２０】
　本発明のレンズは、任意の従来の方法を用いて形成することができる。例えば、その中
に形成されたゾーンは、順番に半径を変えてダイアモンドチューニングで作製することが
できる。これらのゾーンは、本発明レンズを形成するために使用される成形型に、ダイア
モンドチューニングによって設けることができる。その後、成形型間に適切な液状樹脂を
置き、ついでこの樹脂を圧縮および硬化して、本発明のレンズを形成する。あるいは、レ
ンズボタンをダイアモンドチューニングして、これらのゾーンを作製し得る。
【００２１】
　本発明は、次の実施例を考慮することにより、更に明確にすることができる。
【００２２】
〔実施例〕
　　〔実施例１〕
　図１に従うレンズが提供される。図１を参照して、視覚ゾーン１１は、直径８ｍｍの外
側の遠距離視ゾーン１２と、直径１．６０ｍｍの内側の遠距離視ゾーン１４とを有する。
近距離視ゾーン１３の直径は１．６０ｍｍである。点線１６，１７，１８および１９は、
それぞれ、３．０，３．５，５．０および６．０ｍｍの直径の瞳孔を表す。
【００２３】
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　瞳孔領域内の遠距離パーセンテージが、それぞれの瞳孔のサイズについて、そして、ｙ
＝０．８ｍｍのところに位置する距離参照点（すなわち、０－１８０°子午線から、９０
－２７０°子午線に沿って０．８ｍｍ上にある点）からｙ＝０ｍｍおよびｙ＝－１．５ｍ
ｍの場所にある瞳孔位置において、計算された。表１の結果は、このレンズデザインによ
り、ｙ＝０ｍｍおよびｙ＝－１．５ｍｍの両方について、瞳孔に依存しない遠距離パーセ
ンテージが得られることを示している。すなわち、ｙ＝０で遠距離パーセンテージが５０
％より大きく、ｙ＝－１．５で、５０％未満であり、これらのパーセンテージが瞳孔サイ
ズに関し比較的一定であることが証明されている。
【００２４】
【表１】

【００２５】
　　〔実施例２〕
　図２に従うレンズが提供される。図２を参照して、視覚ゾーン２１は、直径８ｍｍの外
側の遠距離視ゾーン２２と、直径２．１０ｍｍの内側の遠距離視ゾーン２４とを有する。
内側の近距離視ゾーン２３の直径は１．０４ｍｍであり、外側の近距離視ゾーン２５の直
径は４．７４ｍｍである。点線２６，２７，２８および２９は、それぞれ３．０，３．５
，５．０および６．０ｍｍの直径の瞳孔を表す。
【００２６】
　瞳孔サイズについて、ｙ＝０．８ｍｍの距離参照点に対し、瞳孔領域内のｙ＝０および
ｙ＝－１．５での遠距離視力のパーセンテージについて解析した。表２の結果は、このレ
ンズデザインにより、ｙ＝０およびｙ＝１．５について、瞳孔に依存しない遠距離対近距
離の割合が得られることが証明される。
【００２７】

【表２】

【００２８】
　　〔比較例１〕
　先行技術のデザインによる平行移動型二焦点コンタクトレンズを図３に示す。図３を参
照して、レンズ３０は、レンズ状ゾーン３７と視覚ゾーン３９とがある表面を有する。視
覚ゾーン３９の直径は８ｍｍであり、その上部位置に遠距離視ゾーン３１を、その下部位
置に近距離視ゾーン３２を有する。遠距離視ゾーンと近距離視ゾーンの間の境界は、ｙ＝
－０．４４ｍｍのところに位置する。水平子午線は線３００である。距離参照点はｙ＝０
．８ｍｍにある。点線３３，３４，３５および３６で示される瞳孔サイズ３．０，３．５
，５．０および６．０について、それぞれ、実施例１と同様に解析し、距離参照点からｙ
＝０ｍｍおよびｙ＝－１．５ｍｍにおける遠距離視力のパーセンテージを求めた。表３は
、このレンズデザインにより、３ｍｍの瞳孔と６ｍｍの瞳孔の間における結果の広いバリ
エーションに基づいて、ｙ＝０で、瞳孔に依存した遠距離対近距離の割合が与えられるこ
とを示している。
【００２９】



(8) JP 5538886 B2 2014.7.2

10

20

30

40

50

【表３】

【００３０】
　　〔比較例２〕
　第二の先行技術のデザインによる平行移動型二焦点コンタクトレンズを図４に示す。図
４を参照して、レンズ４０は、レンズ状ゾーン４３と視覚ゾーン４９とがある表面を有す
る。視覚ゾーン４９の直径は８ｍｍであり、遠距離視ゾーン４１と近距離視ゾーン４２と
を含む。近距離部分は、水平子午線４００の下方０．６ｍｍに位置する。距離参照点は、
ｙ＝０．８ｍｍにある。点線４４，４５，４６および４７で示される瞳孔サイズ３．０，
３．５，５．０および６．０は、それぞれ、実施例１と同様に解析し、距離参照点からｙ
＝０ｍｍおよびｙ＝－１．５ｍｍにおける瞳孔領域内の遠距離視力の割合を求める。表４
は、このレンズデザインでは、瞳孔に依存しない遠距離視力パーセンテージが得られるが
、大きな瞳孔サイズ（すなわち＞６ｍｍのサイズ）でこの割合を５０％よりかなり小さく
するには、１．５ｍｍを超える平行移動距離が要求されることを示している。
【００３１】

【表４】

【００３２】
　　〔比較例３〕
　第三の先行技術のデザインによる平行移動型二焦点コンタクトレンズを図５に示す。図
５を参照して、レンズ５０は、レンズ状ゾーン５３と視覚ゾーン５９とがある表面を有す
る。視覚ゾーン５９の直径は８ｍｍであり、直径４．２０ｍｍの、中央に位置した遠距離
視ゾーン５１と、遠距離視ゾーンを囲む環状の近距離視ゾーン５２とを含む。距離参照点
は、ｙ＝０．０ｍｍにある。点線５４，５５，５６および５７で示される瞳孔サイズ３．
０，３．５，５．０および６．０について、それぞれ、実施例１と同様に解析し、距離参
照点からｙ＝０ｍｍおよびｙ＝－１．５ｍｍにおける瞳孔領域の遠距離視力のパーセンテ
ージを求める。表５は、このレンズデザインが、ｙ＝－１．５ｍｍでは、３９～５４％の
間のパーセンテージで瞳孔に依存しないが、ｙ＝０ｍｍでは、５０～９９％の間のパーセ
ンテージで瞳孔に依存することを示している。また、＜３．０ｍｍの瞳孔サイズでは、遠
距離パーセンテージを＜５０％に減らすには、１．５ｍｍを超える平行移動距離が要求さ
れる。
【００３３】
【表５】

【００３４】
　　〔比較例４〕
　第四の先行技術のデザインによる平行移動型二焦点コンタクトレンズを図６に示す。図
６を参照して、レンズ６０は、レンズ状ゾーン６３と視覚ゾーン６９とがある表面を有す
る。視覚ゾーン６９の直径は８ｍｍであり、遠距離視ゾーン６１と４．２０ｍｍの直径の
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近距離視ゾーン６２とを含む。近距離視ゾーン６２の最上境界は、視覚ゾーン６９の幾何
学的中心より約０．３ｍｍ上に位置している。距離参照点は、ｙ＝１．０ｍｍにある。点
線６４，６５，６６および６７で示される瞳孔サイズ３．０，３．５，５．０および６．
０について、それぞれ、実施例１と同様に解析し、瞳孔領域のｙ＝０ｍｍおよびｙ＝－１
．５ｍｍにおける遠距離視力のパーセンテージを求める。表６は、このレンズデザインが
、ｙ＝０ｍｍでは、７１～７８％の間のパーセンテージで瞳孔に依存しないが、ｙ＝－１
．５ｍｍでは、５～４５％の間のパーセンテージで、瞳孔に非常に依存することを示して
いる。
【００３５】
【表６】

【００３６】
〔実施の態様〕
　本発明の好ましい実施態様は以下の通りである。
　（１）　平行移動型(translating)コンタクトレンズにおいて、
　遠距離視力を含む少なくとも二つの遠距離視ゾーン、および近距離屈折力を含む少なく
とも一つの近距離視ゾーンを有する、視覚ゾーン、
　を含む、レンズ。
　（２）　実施態様（１）に記載のレンズにおいて、
　前記視覚ゾーンが、前記レンズの凸面にある、レンズ。
　（３）　実施態様（１）に記載のレンズにおいて、
　水平子午線、
　をさらに含み、
　前記水平子午線上またはその上部における前記視覚ゾーンの矯正力の５０％を超える部
分が、前記水平子午線上またはその上部における遠距離屈折力でできており、前記水平子
午線の下部における前記視覚ゾーンの矯正力の５０％未満の部分が、前記水平子午線の下
部における前記遠距離屈折力でできている、レンズ。
　（４）　実施態様（２）に記載のレンズにおいて、
　水平子午線、
　をさらに含み、
　前記水平子午線上またはその上部における前記視覚ゾーンの矯正力の５０％を超える部
分が、前記水平子午線上またはその上部における遠距離屈折力でできており、前記水平子
午線の下部における前記視覚ゾーンの矯正力の５０％未満の部分が、前記水平子午線の下
部における前記遠距離屈折力でできている、レンズ。
　（５）　平行移動型コンタクトレンズにおいて、
　水平子午線と、
　垂直子午線と、
　視覚ゾーンと、
　を含み、
　前記視覚ゾーンが、それぞれ、当該視覚ゾーンの幾何学的中心に中心を持つ第一および
第二の遠距離視ゾーン、ならびに、前記垂直子午線に沿って約ｙ＝－１．６３ｍｍのとこ
ろに位置する中心を有する近距離視ゾーンを含み、
　前記第一の遠距離視ゾーンの一つが、前記近距離視ゾーン内にあって、前記近距離視ゾ
ーンの最上境界が前記第一の遠距離視ゾーンの最上境界に正接しており、前記近距離視ゾ
ーンが、前記第二の遠距離視ゾーン内にあって、前記近距離視ゾーンの最下境界が前記第
二の遠距離視ゾーンの最下境界に正接している、レンズ。
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　（６）　平行移動型コンタクトレンズにおいて、
　水平子午線と、
　垂直子午線と、
　視覚ゾーンと、
　を含み、
　前記視覚ゾーンが、それぞれ、前記視覚ゾーンの幾何学的中心に中心を持つ第一および
第二の遠距離視ゾーン、ならびに、第一および第二の近距離視ゾーンであって、前記第一
の近距離視ゾーンが、前記垂直子午線に沿ってｙ＝－１．６３ｍｍのところに中心を持ち
、前記第二の近距離視ゾーンが、前記垂直子午線に沿ってｙ＝－０．７４ｍｍのところに
中心を持つ、第一および第二の近距離視ゾーン、を含み、
　前記第一および第二の近距離視ゾーン、ならびに前記第二の遠距離視ゾーンが、前記第
一の遠距離視ゾーン内にあり、前記第二の遠距離視ゾーンおよび前記第二の近距離視ゾー
ンが、前記第一の近距離視ゾーン内にあり、前記第二の遠距離視ゾーンが第二の近距離視
ゾーン内にあって、前記第二の遠距離視ゾーンの最上境界が、第一の近距離視ゾーンの最
上境界に正接しており、第二の近距離視ゾーンの最下境界が、前記第二の遠距離視ゾーン
の最下境界に正接しており、前記第一の近距離視ゾーンの最下境界が、前記第一の遠距離
視ゾーンの最下境界に正接している、レンズ。
　（７）　平行移動型コンタクトレンズにおいて、
　近距離視力を含む少なくとも二つの近距離視ゾーン、および遠距離屈折力を含む少なく
とも一つの遠距離視ゾーンを有する視覚ゾーン、
　を含む、レンズ。
　（８）　実施態様（７）に記載のレンズにおいて、
　前記視覚ゾーンが前記レンズの凸面にある、レンズ。
　（９）　実施態様（７）に記載のレンズにおいて、
　水平子午線、
　をさらに含み、
　前記水平子午線上またはその上部における前記視覚ゾーンの矯正力の５０％を超える部
分が、前記水平子午線上またはその上部における遠距離屈折力でできており、前記水平子
午線の下部における前記視覚ゾーンの矯正力の５０％未満の部分が、前記水平子午線の下
部における前記遠距離屈折力でできている、レンズ。
　（１０）　実施態様（８）に記載のレンズにおいて、
　水平子午線、
　をさらに含み、
　前記水平子午線上またはその上部における前記視覚ゾーンの矯正力の５０％を超える部
分が、前記水平子午線上またはその上部における遠距離屈折力でできており、前記水平子
午線の下部における前記視覚ゾーンの矯正力の５０％未満の部分が、前記水平子午線の下
部における前記遠距離屈折力でできている、レンズ。
　（１１）　平行移動型コンタクトレンズにおいて、
　水平子午線と、
　垂直子午線と、
　視覚ゾーンと、
　を含み、
　前記視覚ゾーンが、それぞれ前記視覚ゾーンの幾何学的中心に中心を持つ第一および第
二の近距離視ゾーン、ならびに、前記垂直子午線に沿って約ｙ＝＋３．２ｍｍのところに
位置する中心を有する遠距離視ゾーンを含み、
　前記遠距離視ゾーンが、前記第一の近距離視ゾーン内にあって、前記遠距離視ゾーンの
最上境界が前記第一の近距離視ゾーンの最上境界に正接しており、前記第二の近距離視ゾ
ーンの最下境界が、前記遠距離視ゾーンの最下境界に正接している、レンズ。
　（１２）　老眼を矯正する方法において、
　遠距離視力を含む少なくとも二つの遠距離視ゾーン、および近距離屈折力を含む少なく
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とも一つの近距離視ゾーンを有する視覚ゾーンを含む、平行移動型コンタクトレンズを提
供するステップ、
　を含む、方法。
　（１３）　老眼を矯正する方法において、
　近距離視力を含む少なくとも二つの近距離視ゾーン、および遠距離屈折力を含む少なく
とも一つの遠距離視ゾーンを有する視覚ゾーンを含む、平行移動型コンタクトレンズを提
供するステップ、
　を含む、方法。
　（１４）　老眼を矯正する方法において、
　水平子午線、ならびに、遠距離視力を含む少なくとも二つの遠距離視ゾーン、および近
距離屈折力を含む少なくとも一つの近距離視ゾーンを有する視覚ゾーンを含む、平行移動
型コンタクトレンズを提供するステップ、
　を含み、
　前記水平子午線上またはその上部における前記視覚ゾーンの矯正力の５０％を超える部
分が、前記水平子午線上またはその上部における遠距離屈折力でできており、前記水平子
午線の下部における前記視覚ゾーンの矯正力の５０％未満の部分が、前記水平子午線の下
部における前記遠距離屈折力でできている、方法。
　（１５）　老眼を矯正する方法において、
　水平子午線、ならびに、近距離視力を含む少なくとも二つの近距離視ゾーン、および遠
距離屈折力を含む少なくとも一つの遠距離視ゾーンを有する視覚ゾーンを含む、平行移動
型コンタクトレンズを提供するステップ、
　を含み、
　前記水平子午線上またはその上部における前記視覚ゾーンの矯正力の５０％を超える部
分が、前記水平子午線上またはその上部における遠距離屈折力でできており、前記水平子
午線の下部における前記視覚ゾーンの矯正力の５０％未満の部分が、前記水平子午線の下
部における前記遠距離屈折力でできている、方法。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本発明のレンズの一つの実施形態を表す図である。
【図２】本発明のレンズの第二の実施形態を表す図である。
【図３】第一の先行技術のレンズを表す図である。
【図４】第二の先行技術のレンズを表す図である。
【図５】第三の先行技術のレンズを表す図である。
【図６】第四の先行技術レンズを表す図である。
【図７】本発明のレンズの第三の実施形態を表す図である。
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